
  

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

           

 

軍
国
主
義
的
教
育
内
容
の
排
除 

 

1946

年
４
月
５
日
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
掛
け
て
、

校
長
と
し
て
難
局
を
切
り
抜
け
て
き
た
宗
光

杢
太
郎
の
後
任
と
し
て
、
県
視
学
官
で
あ
っ
た

今
宮
千
勝
が
赴
任
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
先
、
1945
年
10
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
戦

前
の
教
育
体
制
を
解
体
し
、
軍
国
主
義
・
超
国

家
主
義
の
排
除
と
教
育
の
民
主
化
と
を
進
め

る
為
、｢

教
育
に
関
す
る
四
大
指
令
(注 1)｣

を
発

し
ま
し
た
。
こ
の
指
令
に
基
づ
く
文
部
省
の
指

示
に
よ
っ
て
、
教
科
書
の｢

墨
塗
り｣

を
皮
切
り

に
、
軍
国
主
義
的
な
教
科
内
容
の
排
除
が
行
わ

れ
、
本
県
で
も
、
1946

年
７
月
以
降
、
本
格
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
で
の
動
き
を
当
時
の

教
務
日
誌
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、 

７
月
９
日 

 
 

放
課
後
職
員
会
議
、
軍
国
主
義
超
国
家
主

義
処
理
ニ
関
ス
ル
件 

７
月
10
日 

 
  

朝
礼
ア
リ
、
軍
国
主
義
物
件
処
理
挙
手
敬

礼
ノ
廃
止
…
…
等
、
本
日
授
業
ナ
シ
、
全
校 

ヲ
挙
ゲ
テ
軍
国
主
義
物
件
ノ
処
理
ヲ
ナ
ス
、 

正
午
一
先
ズ
【
ひ
と
ま
ず
】
終
了
、
五
年
ノ

ミ
午
後
後
始
末
ヲ
ナ
ス
。 

７
月
12
日 

 
 

午
前
十
時
ヨ
リ
【
土
浦
高
等
】
女
学
校
職

員
来
校
、
処
理
物
件
検
閲
、
午
後
一
時
ヨ
リ

本
校
職
員
、
女
学
校
検
閲
、
終
ツ
テ
懇
談
、

四
時
終
了 

７
月
13
日 

 
 

軍
国
主
義
並
ニ
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的

物
件
処
理
ニ
関
ス
ル
県
ヘ
ノ
報
告
書
作
成

(

十
五
日
、
地
方
事
務
所
ニ
提
出
ノ
筈) 

と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。 

 

こ
の
間
、
10
日
か
ら
16
日
の
間
に
、
５
日

を
要
し
て
、
奉
安
殿
が
破
却
さ
れ
ま
し
た
。
納

め
ら
れ
て
い
た
御
真
影
と
教
育
勅
語
と
は
、
県

に
奉
還
し
、
明
治
天
皇
の
御
衣(

純
白
の
フ
ロ
ッ

ク
コ
ー
ト)

は
、
八
坂
神
社
に
奉
遷
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、｢

佐
久
良
東
雄
の
歌
碑
(注 2)｣

を
埋
め
、
防

空
壕
の
破
壊
と
埋
め
戻
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

備
品
な
ど
の
整
理
に
当
っ
て
も
、
進
駐
軍
に
見

つ
け
ら
れ
て
は
大
変
だ
、
と
い
う
よ
う
な
図
書

や｢

教
練｣

で
使
用
し
た
教
具
・
兵
器
な
ど
の
、

国
家
的
色
彩
の
濃
い
も
の
と
か
皇
室
に
係
る

も
の
な
ど
は
、
廃
棄
処
分
し
ま
し
た
。
が
、
宗

光
が
後
年
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
に
至
っ

て
考
え
て
み
る
と
、
随
分
と
馬
鹿
馬
鹿
し
い
と

思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し

た
時
期
を
振
り
返
っ
て
、
元
本
校
教
諭
永
山
正

(

地
歴
科)

は
、 

 
｢

…
…
こ
う
し
て
我
国
は
建
国
以
来
初
め
て

米
英
の
占
領
下
に
入
り
、
水
戸
に
茨
城
軍
政
部

が
置
か
れ
、
政
治
、
教
育
全
て
に
絶
対
的
権
威

を
以
て
【
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
】
臨
み
ま
し
た
。
土
浦
に

も
カ
ラ
ハ
ン
大
尉
ら
百
二
十
名
が
進
駐
し
て

来
ま
し
た
。
さ
て
こ
れ
よ
り
先
、
県
の
指
示
に

よ
り
、
学
校
図
書
の
う
ち
、
軍
隊
・
皇
室
、
日

本
歴
史
、
地
理
、
修
身
に
関
す
る
図
書
を
、
中

庭
に
大
き
な
穴
を
掘
り
、
三
日
に
亙
っ
て
全
部

焼
き
ま
し
た
。
燃
え
な
い
百
科
事
典
な
ど
の
神

社
・
皇
室
・
軍
人
関
係
の
所
は
墨
で
塗
り
、
抹

殺
し
ま
し
た
。
軍
事
教
練
関
係
の
鉄
砲
・
剣
な

ど
も
埋
め
、
土
浦
【
高
等
】
女
学
校
と
相
互
に

査
察
し
合
っ
て
、
何
か
残
っ
て
い
る
所
は
無
い

か
を
調
べ
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
秦
の
始
皇
帝

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
【
焚
書
坑
儒
】
を
し
た
わ

け
で
す
。『
学
校
の
近
く
の
先
生
は
、
家
ま
で

検
査
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
で
き
る
だ

け
処
分
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。』
と
言
わ
れ
、

私
は
多
く
の
本
を
カ
マ
ス
に
入
れ
て
焼
き
ま

し
た
。
現
在
あ
る
本
の
殆
ど
は
、
戦
後
揃
え
た

も
の
で
す
。｣ 

と
記
し
て
い
ま
す(

『
進
修
同
窓
会
報
』
第
５
号(

1966

(

昭
和
41)

年
６
月
発
行))

。 

 
 

新
講
堂
建
設 

 
戦
前
、
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行
事

は
、
1905(
明
治
38)

年
に
旧
本
館
と
同
時
に
竣

工
し
た
雨
天
体
操
場(

現
在
の
本
館
中
央
付
近
に

あ
り
、
床
面
積
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
１
面

が
確
保
で
き
る
程
度
の
も
の
で
、
演
壇
な
ど
は
無
か

っ
た
。)

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

雨
天
体
操
場
の
四
方
の
壁
と
出
入
口
と
の

上
部
に
は
黒
縁
額
に
入
っ
た
校
訓(

1909(

明
治

42)

年
10
月
30
日
制
定)

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
北
側
の
正
面
右
に｢

至
誠｣
、
左
に｢

自
重｣

、

西
側
に｢

愛
敬｣

、
南
に｢

剛
勇｣

、
東
に｢

勤
倹｣

。

い
ず
れ
も
、
力
強
い
筆
太
の
書
で
、
旧
制
第
一

高
等
学
校(

現
東
京
大
学
教
養
学
部)

教
授
・
文
学

博
士
の
鹽
谷
温(

し
お
の
や
お
ん)

先
生
の
筆
に

よ
る
も
の
で
し
た
。 

 
 

                     

土
浦
中
学
で
は
、
1940(

昭
和
15)

年
度
か
ら

の
１
学
級
増
が
認
め
ら
れ
、
1944

年
度
の
定
員
は

1000

名
と
な
る
た
め
、
教
室
の
増
設
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
加
え
て
、
手
狭
に
な
っ
て
き

た
雨
天
体
操
場
に
代
わ
る
、
諸
設
備
を
調
え
た

新
講
堂
の
建
設
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
1941

年
１

月
末
の
同
窓
会
校
内
幹
事
会
、
２
月
15
日
の

同
窓
会
幹
事
会
で
、
講
堂
建
設
基
金
を
同
窓
会

が
主
体
と
な
っ
て
募
る
こ
と
と
な
り
、
講
堂
200

坪
、
付
属
施
設
67
坪
の
新
講
堂
建
設
に
向
か

っ
て
、
寄
付
金
集
め
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
工

事
は
中
澤
組
の
請
負
で
施
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
敷
地
は
、
奉
安
殿(

1928(

昭
和
３)

年
、
昭
和
天
皇
即
位
大
礼
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ

た
。)

の
あ
る
一
画
に
、
と
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

募
金
は
順
調
に
進
み
、
1943

年
７
月
18
日
に

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

令和元年１２月１０日 
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月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

新
講
堂(

1947(

昭
和
22)

年
落

成)(

右) 

新
講
堂
で
の
創
立
60
周
年
記

念
式
典
1957
年
11
月
２
日
（
上
） 

 

 

 

1931(

昭
和
６)

年
頃
の
本
校
全
景(

中
）
。

中
庭
か
ら
見
た
雨
天
体
操
場
（
下
）
。 

雨
天
体
操
場
で
の
進
修
同
窓
会
総
会

(

1937
年
８
月
21
日
）
（
左
）
。  

 

 

 

 



  

 

の
為
、
御
真
影
と
教
育
勅
語
と
明
治
天
皇
の
御

衣
と
を
真
鍋
国
民
学
校
の
奉
安
殿
に
奉
遷
し

た
上
で
、
奉
安
殿
を
東
へ
、
職
員
室
玄
関
に
向

か
っ
て
右
前
方
の
樹
木
の
中
へ
移
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
腹
掛
け
に
地
下
足
袋
姿
の
仕
事

師
が
、
土
台
か
ら
外
さ
れ
た
奉
安
殿
を
コ
ロ
に

乗
せ
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
掛
け
て
、
手
動
ウ
イ
ン
チ

の
丸
太
ん
棒
を
４
、
５
人
掛
か
り
で
ギ
シ
ギ
シ

回
し
て
引
い
て
行
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
前
進

さ
せ
、
所
定
の
位
置
ま
で
達
す
る
の
に
数
日
を

要
し
ま
し
た
。 

 
 

1945

年
１
月
25
日
に
、
新
講
堂
の
上
棟
式
が

漸
く
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
上
棟
は
し
た
も
の

の
、
極
度
の
物
資
不
足
で
内
装
工
事
に
取
り
掛

か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

文
部
省
が
1944
年
５
月
16
日
に
出
し
た
、
学

校
工
場
の
実
施
を
命
ず
る
通
達(

｢

學
校
工
塲
化

實
施
要
綱｣)

に
よ
り
、
工
場
の
機
械
を
学
校
に

移
し
、
生
徒
が
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
土
浦
中
学
で
は
、
建
設
の
中
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
講
堂
を
学
校
工
場
に
充

て
る
こ
と
に
な
り
、
1945

年
６
月
26
日
か
ら
、

工
作
兵
が
講
堂
脇
の
小
屋
及
び
２
年
甲
組
の

教
室
に
宿
泊
し
て
、
そ
の
た
め
の
作
業
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。
骨
組
み
だ
け
だ
っ
た
新
講
堂

は
、
屋
根
を
葺
き
応
急
の
外
壁
を
張
っ
て
、
学

校
工
場
と
な
り
、
広
い
土
間
に
は
万
力
台
が
幾

つ
も
据
え
付
け
ら
れ
、
工
具
や
部
品
も
運
び
込

ま
れ
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
６
月
18
日
に
第

一
海
軍
航
空
敞
に
入
廠
し
て
い
た
２
年
生
の

一
部
が
、
学
校
に
戻
さ
れ
、
学
校
工
場
で
飛
行

機
部
品
の
製
作
に
従
事
し
た
よ
う
で
す
。 

 

終
戦
後
、
新
講
堂
は
学
校
工
場
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
骨
組
み
に
屋
根
と
外
壁
だ
け
と

い
う
状
態
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
し
た
。 

 

1946

年
４
月
18
日
、
講
堂
建
設
促
進
委
員
会

が
再
開
さ
れ
、
５
月
５
日
の
常
陽
銀
行
東
支
店

楼
上
で
の
会
議
で
、
建
設
委
員
長
に
今
宮
、
促

進
委
員
長
に
宗
光
を
選
び
、
目
的
達
成
が
期
さ

れ
ま
し
た
。
５
月
８
日
に
は
中
澤
組
よ
り
足
場

資
材
が
搬
入
さ
れ
、
工
事
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
新
講
堂
に
加
え
て
卒
業
生

(

同
窓
生)

会
館
も
建
設
す
る
予
定
で
し
た
が
、

戦
後
の
物
資
不
足
や
極
度
の
イ
ン
フ
レ
の
為

に
、
再
開
さ
れ
た
工
事
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

会
館
建
設
計
画
は
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
当
時
の
苦
労
を
促
進
委
員
長
で
あ
っ

た
宗
光
は
、『
進
修
同
窓
会
報
』
第
５
号 (

1966

(

昭
和
41)

年
６
月
発
行)

に
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。 

 
｢

御
真
影
と
教
育
勅
語
と
は
県
に
奉
還
し
、

奉
安
殿
も
必
要
が
無
く
な
り
、
又
私
の
後
任
、

今
宮
先
生
の
時
に
講
堂
再
建
の
問
題
が
起
き
、

そ
の
時
私
は
退
職
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
の

で
、
講
堂
再
建
の
促
進
委
員
長
と
し
て
進
修
同

窓
会
よ
り
依
頼
を
受
け
て
、
現
存
の
講
堂
を
仕

上
げ
る
の
に
お
手
伝
い
を
し
た
次
第
で
す
。

た
ゞ
物
価
が
高
く
な
り
つ
ゞ
け
、
講
堂
と
共
に

卒
業
生
会
館
も
建
設
す
る
筈
で
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
計
画
は
不
可
能
と
な
り
、
最
初
の
予

算
の
二
倍
以
上
も
掛
け
て
、
講
堂
だ
け
を
一
ケ

年
余
を
費
し
て
完
成
し
た
次
第
で
し
た
。
土
浦

市
の
中
澤
組
其
他
の
方
が
工
事
を
請
負
わ
れ
、

熱
心
に
着
実
に
諸
工
事
が
進
め
ら
れ
、
皆
に
喜

ば
れ
た
次
第
で
す
。
後
に
至
つ
て
安
く
出
来
た

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
程
に
、
貨
幣
の
価
値
の
変

動
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
以
上
、
記
憶
を
辿

り
つ
つ
筆
を
執
つ
て
み
ま
し
た
。 

 

奉
安
殿
の
後
始
末
、
講
堂
建
築
及
び
卒
業
生

会
館
の
建
設
工
事
、
運
動
場
の
整
備
等
、
一
つ

一
つ
手
筈
を
つ
け
て
仕
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
状

態
で
し
た
が
、
物
価
の
変
動
～
貨
幣
価
値
の
変

動
～
甚
だ
し
く
、
学
校
の
運
営
を
普
通
の
状
態

に
戻
し
て
そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
如
何
に

困
難
で
あ
つ
た
か
、
御
想
像
に
お
任
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。｣ 

 

物
資
不
足
や
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
の
た
め
、
建

設
は
困
難
を
窮
め
ま
し
た
が
、
宗
光
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
の
熱
意
と
努
力
と
に
よ
っ
て
、
工

事
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

『
い
は
ら
き
新
聞
』
は
、
1947

年
１
月
24
日

付
の
紙
面
で
、
工
事
経
過
を 

 
｢

完
成
の
暁
は
断
然
県
下
一
を
誇
る
県
立
土

浦
中
学
の
大
講
堂
も
資
材
の
狂
騰
と
人
手
難
、

更
に
工
賃
の
値
上
が
り
か
ら
昨
秋
以
来
頓
挫

を
来
し
、
学
校
当
局
は
勿
論
、
工
事
促
進
委
員

も
請
負
人
た
る
中
澤
組
と
の
間
に
再
三
折
衝

中
で
あ
っ
た
が
、
き
の
う
午
後
一
時
県
建
設
課

係
官
立
会
の
上
、
今
宮
校
長
、
宗
光
工
事
推
進

委
員
長
、
卒
業
生
並
父
兄
会
代
表
と
中
澤
組
と

の
間
に
十
四
万
円
の
工
事
費
を
追
加
増
額
し
、

年
度
末
の
三
月
末
日
ま
で
に
必
ず
完
成
す
る

こ
と
の
再
契
約
を
し
た
の
で
近
く
父
兄
会
臨

時
総
会
を
招
集
し
て
不
足
工
費
二
十
三
万
円

の
捻
出
に
関
し
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。｣

と
報
じ
て
い
ま
す
。 

 

委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、
父
兄
会
総
会
で
も

生
徒
１
口
100

円
の
募
金
を
可
決
す
る
な
ど
し

ま
し
た
が
、
委
員
は
資
金
の
工
面
に
奔
走
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
３
月
末
日
ま
で
に
は
完
成

に
漕
ぎ
着
け
、
６
月
４
日
に
引
渡
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

土
浦
中
学
創
立
50
周
年
及
び
新
講
堂
落
成

記
念
式
典
は
、
11
月
２
日
に
1000

名
を
集
め
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
会
館
は
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
敗
戦
を
乗
り
越
え
て
、
同
窓

生
を
含
む
関
係
者
の
悲
願
が
結
実
し
た
日
で

し
た
。
３
日
に
は
記
念
運
動
会
を
開
催
し
、
５

日
の
午
前
に
は
日
本
交
響
楽
団
の
団
員
数
名

に
よ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
や
ソ
プ
ラ
ノ

独
唱
が
行
わ
れ
、
午
後
１
時
半
か
ら
は
文
学
座

に
よ
る
『
我
が
町
』
が
上
演
さ
れ
、
全
校
を
挙

げ
て
の
慶
祝
と
な
り
ま
し
た
。 

 

進
修
記
念
館
・
進
修
学
習
館
建
設 

 

新
講
堂
が
竣
工
す
る
と
、
入
学
式
や
卒
業
式

は
、
雨
天
体
操
場
に
代
わ
っ
て
新
講
堂
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た(

雨
天
体
操
場
は
、
体

育
の
授
業
や
部
活
動
の
活
動
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て

き
て
い
た
が
、
創
立
60
周
年
記
念
事
業
に
よ
る
図
書

館
建
設
の
為
、

1959(

昭
和
34)

年
10
月
に
取
り
壊
さ
れ

た
。)

。
ま
た
、
新
講
堂
は
、
体
育
の
授
業
で

は
勿
論
、｢

文
化
祭｣

の
会
場
と
し
て
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
体
操
部
な
ど
の
運
動
部
の

練
習
場
や
試
合
会
場
と
し
て
、
演
劇
部
の
稽
古

場
、
公
演
会
場
と
し
て
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

1960

年
代
前
半
に
は
、
生
徒
数
の
漸
増
に
伴
い
、

そ
の
狭
隘
さ
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
上
に
、
戦

中
戦
後
の
物
資
不
足
の
中
で
建
設
さ
れ
た
為

か
、
老
朽
化
が
早
く
、
修
理
を
繰
り
返
し
て
、

辛
う
じ
て
使
え
て
い
る
有
様
で
し
た
。
そ
こ
で
、

創
立
70
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
講

堂
兼
体
育
館
の
建
設
が
企
画
さ
れ
、
1968(

昭
和

43)

年
２
月
27
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
の
新

体
育
館(

前
体
育
館
。
現
在
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近

に
あ
り
、
床
面
積

1,848

㎡
、
鉄
骨
鉄
筋
２
階
建
、
全
長
59

m
、
幅
36

m)

の
建
設
に
よ
り
、
新
講
堂
は
旧

講
堂
或
い
は
旧
体( ｢

旧
体
育
館｣

の
意)

と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
普
段
は
、
部
活
動
や
体
育

の
授
業
で
、｢

一
高
祭｣

で
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
コ

ン
テ
ス
ト
や
喉
自
慢
な
ど
の
第
三
会
場
と
し

て
、
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
第
三
会
場
の

熱
狂
ぶ
り
は
、｢

魔
の
第
三
会
場｣

と
呼
ば
れ
、

語
り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

1991(

平
成
３)

年
１
月
、
創
立
100

周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
旧
講
堂(

旧
体
育
館)

の

地
に
同
窓
会
館
兼
ア
リ
ー
ナ
及
び
多
目
的
学

習
館
の
建
設
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
事
業

は
順
調
に
進
み
、
1996(

平
成
８)

年
７
月
に
多

目
的
学
習
館(

｢

進
修
学
習
館｣

と
命
名)

が
、
1997

年

３
月
に
同
窓
会
館
兼
ア
リ
ー
ナ(

｢

進
修
記
念

館｣

と
命
名)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
、
卒
業
生

会
館
建
設
と
い
う
、
同
窓
生
た
ち
の
願
い
が
、

50
年
越
し
に
実
現
し
ま
し
た
。 

 

(注 1) 

教
育
に
関
す
る
四
大
指
令 

①｢

日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策｣ 

教
育
内
容
・教
職
員
、
教
科
目
・教
材
の
検
討
・改
訂
に
つ
い

て
の
包
括
的
な
指
示
を
出
し
、
文
部
省
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
連
絡

機
関
の
設
置
と
報
告
義
務
と
を
課
し
た
。 

②｢

教
員
及
教
育
関
係
官
ノ
調
査
、
除
外
、
認
可
ニ
関
ス
ル
件｣ 

 
 

軍
国
主
義
的
・国
家
主
義
思
想
を
持
つ
者
の
教
職
か
ら
の
排

除
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
指
示
。
所
謂｢

教
職
追
放｣

の
実
施
。 

③｢

国
家
神
道
、
神
社
神
道
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、

保
全
、
監
督
並
ニ
弘
布
ノ
廃
止
ニ
関
ス
ル
件｣ 

 
 

信
教
の
自
由
の
確
保
と
極
端
な
国
家
主
義
・軍
国
主
義
の
思

想
的
基
盤
を
な
し
た
と
さ
れ
る
国
家
神
道
の
解
体
に
よ
り
、

国
家
と
宗
教
と
を
分
離
し
、
政
治
的
目
的
に
よ
る
宗
教
の
利

用
を
禁
じ
た
。 

④｢

修
身
、
日
本
歴
史
及
地
理
停
止
ニ
関
ス
ル
件｣ 

 
 

軍
国
主
義
的
及
び
極
端
な
国
家
主
義
的
思
想
の
排
除
を
教

育
内
容
に
お
い
て
徹
底
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
修
身
・日
本
歴

史
・地
理
の
授
業
停
止
と
そ
れ
ら
の
教
科
書
・教
師
用
参
考

書
の
回
収
と
を
命
じ
た
。 

(注 2)
佐
久
良
東
雄
の
歌
碑 

 
  ｢

す
め
ら
ぎ
に 

つ
か
へ
ま
つ
れ
と 

わ
れ
を
う
み
し 

わ
が
た
ら
ち
ね
ぞ 

た
ふ
と
か
り
け
る｣ 

 
 

  
   

   
  

 
 

 
  

   
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 


